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信
愛
報
恩
会 

理
事
長 

桑
名 

斉 

地
域
包
括
ケ
ア
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て 

国
は
、
こ
れ
か
ら
の
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
時
代

を
見
据
え
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
ア
イ
シ
ー
テ
ィ
ー
：
情
報
通

信
技
術
）、
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
ア
イ
オ
ー
テ
ィ
：
も
の
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
）
や
Ａ
Ｉ
（
エ
ー
ア
イ
：
人
口
知
能
）
を
成

長
戦
略
と
し
て
発
展
さ
せ
て
い
く
方
針
で
す
。
し
か
し
、

す
で
に
欧
米
や
中
国
、
韓
国
、
台
湾
の
ほ
う
が
先
に
進

ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
先
月
、
国
の
事
業
に
携
わ
っ
て

い
る
研
究
者
か
ら
驚
く
べ
き
未
来
の
姿
を
聞
か
さ
れ
ま

し
た
。
未
来
の
患
者
さ
ん
は
腕
時
計
型
の
健
康
測
定
器

を
つ
け
て
、
そ
の
日
の
症
状
や
体
調
、
そ
こ
か
ら
自
動

的
に
得
ら
れ
る
経
時
的
な
体
温
、
血
圧
、
脈
拍
、
心
電

図
、
血
糖
な
ど
の
検
査
結
果
を
も
っ
て
医
療
機
関
に
か

か
る
と
Ａ
Ｉ
が
推
定
で
き
る
病
名
を
上
げ
て
、
さ
ら
に

必
要
な
検
査
を
指
示
し
ま
す
。
そ
の
結
果
は
、
患
者
さ

ん
の
腕
時
計
と
病
院
の
カ
ル
テ
へ
同
時
に
送
信
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
の
結
果
を
読
み
取
っ
て
再
度
Ａ
Ｉ
に
よ
る

診
断
が
確
定
す
る
と
、
必
要
な
薬
や
注
射
の
種
類
が
画

面
に
表
示
さ
れ
ま
す
。
将
来
は
Ａ
Ｉ
の
診
断
の
ほ
う
が
、

医
師
の
診
断
よ
り
も
的
確
に
な
る
そ
う
で
す
。
そ
う
な

れ
ば
、
医
師
の
半
分
は
要
ら
な
く
な
る
と
い
う
、
い
や

は
や
何
と
も
・
・
・ 

し
か
し
、
医
療
や
介
護
は
労
働
集
約
型
サ
ー
ビ
ス
業

で
す
か
ら
、
必
要
な
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
、
生
活

上
の
不
安
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
職
が
対
面

で
相
談
に
の
っ
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
人
は
必
要
と
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
情
報

収
集
や
管
理
、
情
報
分
析
な
ど
は
Ａ
Ｉ
が
碁
や
将
棋
の

名
人
に
勝
っ
た
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
進
化
し
て
い
く

で
し
ょ
う
が
、
人
に
は
千
差
万
別
の
個
性
が
あ
り
、
希

望
す
る
医
療
・
介
護
や
人
生
の
過
ご
し
方
が
違
い
ま
す
か

ら
、
た
と
え
ば
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
（
誰
で
も
自
由
に
閲
覧
、

執
筆
、
編
集
が
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
フ
リ
ー
百

科
事
典
）
の
知
識
で
満
足
で
き
る
の
か
、
専
門
家
の
意
見

を
聞
い
て
、
話
し
合
っ
て
か
ら
納
得
す
る
か
の
違
い
は
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
や
は
り
、
そ
こ
に
は
心
の
中
を
わ

か
っ
て
ほ
し
い
と
か
、
機
微
な
感
情
が
伝
わ
っ
て
こ
そ
安

心
、
納
得
で
き
ま
す
ね
。
だ
と
し
た
ら
、
病
院
や
施
設
を

訪
れ
る
人
は
、
い
ろ
い
ろ
な
職
種
の
人
た
ち
か
ら
の
温
か

い
ま
な
ざ
し
や
言
葉
や
態
度
を
感
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

安
心
や
信
頼
感
を
期
待
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
す
な
わ
ち
、
顧
客
満
足
で
す
ね
。
一
方
、
サ
ー
ビ

ス
提
供
者
側
の
職
員
は
、
機
械
的
に
仕
事
を
す
る
の
で
は

な
く
、
お
互
い
を
認
め
合
い
、
尊
重
し
、
信
頼
し
て
こ
そ
、

良
い
サ
ー
ビ
ス
に
反
映
さ
れ
ま
す
（
職
員
満
足
）
。
そ
の

結
果
、
信
愛
さ
ん
へ
い
け
ば
親
身
に
相
談
に
乗
っ
て
く
れ

る
か
ら
任
せ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
（
社

会
満
足
）。
昔
か
ら
の
言
い
か
た
を
す
る
な
ら
、「
天
の
時

は
地
の
利
に
如
か
ず
、
地
の
利
は
人
の
和
に
如
か
ず
」
で

あ
り
ま
す
。 

結
局
、
地
域
包
括
ケ
ア
と
は
、
自
分
が
住
ん
で
い
る
地

域
や
働
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
多
く
の
人
に
感
謝
を
し
な

が
ら
、
安
心
し
て
充
実
し
た
一
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
地
域
を
創
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
到
達
目
標
で

あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
暮
ら
す
人
た
ち
と
、
そ
れ
を

提
供
す
る
人
た
ち
は
、
そ
の
目
標
に
向
か
っ
て
協
働
す
る

隣
人
な
の
で
す
。
そ
し
て
、
信
愛
報
恩
会
は
、
親
・
兄
弟

や
自
分
自
身
を
任
せ
た
い
と
思
う
病
院
や
施
設
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

  

特集 

しんあい 

包括ケア連絡会 
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包
括
ケ
ア
連
絡
会
」
を
毎
月
開
催
し
て

い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
、
左
ペ
ー
ジ
の

全
事
業
所
で
す
。 

 

「
信
愛
を
利
用
し
て
良
か
っ
た
」
と 

評
価
し
て
も
ら
え
る
た
め
に 

 

地
域
包
括
ケ
ア
に
お
い
て
は
、
連
携

が
重
要
で
す
が
、
日
々
の
医
療
・
介
護

業
務
を
や
り
な
が
ら
、
他
の
事
業
所
と

の
連
携
を
行
う
の
は
容
易
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
は
同
一
法
人
の
中
で
も

同
様
で
す
。
「
し
ん
あ
い
包
括
ケ
ア
連

絡
会
」
で
は
、
法
人
の
中
で
顔
が
見
え

る
関
係
と
な
り
、
最
近
の
動
向
や
困
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
を
率
直
に
話
し
あ

い
ま
す
。
時
に
は
一
つ
の
事
業
所
の
問

題
を
皆
で
話
し
合
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。 利

用
者
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
や
状
態
に

合
わ
せ
て
、
い
く
つ
も
の
事
業
所
が
包

括
的
、
そ
し
て
シ
ー
ム
レ
ス
（
つ
な
ぎ

め
な
く
）
に
連
携
す
る
こ
と
が
、
利
用

者
さ
ま
の
そ
の
人
ら
し
さ
の
サ
ポ
ー

ト
を
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
信

愛
を
利
用
し
て
良
か
っ
た
と
評
価
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
更
に
連
携
を
強

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

  病気になったら・・・ 

医 療 

介護が必要になったら・・・ 

介 護 

※地域包括ケアシステムとは、おおむね

30 分以内に必要なサービスが提供さ

れる日常生活圏域（具体的には中学校

区）を単位として想定 

「
情
報
連
携
の
重
要
性
」 

 

信
愛
報
恩
会
で
は
、
今
後
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情

報
通
信
技
術
）
を
使
っ
て
法
人
内
の
情
報

連
携
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
情
報
連
携

を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
情
報
の
伝
達
や

共
有
が
ス
ム
ー
ス
と
な
り
、
よ
り
迅
速
な

対
応
が
可
能
と
な
り
ま
す
。 

 困
っ
た
時
は
、
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い 

 

当
法
人
で
は
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

老人クラブ・自治会・ボランティア・NPO 等 

住まい 

・自宅 

・サービス付き高齢者向け住宅 等 

いつまでも元気に暮らすために・・・ 

生活支援・介護予防 

地域包括ケアシステムの姿 

通院・入院 通所・入所 

二
箇
所
に
様
々
な
事
業
所
が
あ
り
ま

す
。
疾
病
を
抱
え
て
も
、
自
宅
等
の
住

み
慣
れ
た
生
活
の
場
で
療
養
し
、
自
分

ら
し
い
生
活
を
続
け
ら
れ
る
た
め
に
、

医
療
・
介
護
の
関
係
機
関
が
連
携
し
て
、

包
括
的
か
つ
継
続
的
な
在
宅
医
療
・
介

護
の
提
供
を
行
え
る
よ
う
「
し
ん
あ
い

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は 

 

団
塊
の
世
代
が
七
五
歳
以
上
と
な
る

２
０
２
５
年
に
は
、
医
療
と
介
護
の
需

要
は
さ
ら
に
増
大
す
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
ま
す
。
国
は
、
２
０
２
５
年
を
目
途

に
、
重
度
な
要
介
護
状
態
と
な
っ
て
も

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら

し
を
人
生
の
最
後
ま
で
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・

予
防
・
生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ

れ
る
仕
組
み
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」
を
計
画
し
、
構
築
を
推
進
し
て
き

ま
し
た
（
下
記
図
）。 

 し
ん
あ
い
包
括
ケ
ア
連
絡
会 

 

今
回
は
、
清
瀬
拠
点
（
東
京
）
で
の

取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
清
瀬
拠

点
に
は
、
梅
園
地
区
と
下
清
戸
地
区
の

連
絡
会
の
様
子 

■施設・居住系サービス 

・介護老人福祉施設 

・介護老人保健施設 

・認知症共同生活介護 等 

・地域包括支援センター 

・ケアマネジャー 

（相談業務やサービスの 

 コーディネートを行います） 

・急性期病院 

・亜急性期 

・回復期リハビリ病院 
日常の医療 

・かかりつけ医 

・地域の連携病院 

*■在宅系サービス 

・訪問介護 

・訪問看護 

・通所介護 

・小規模多機能型居宅介護 

・短期入所生活介護 

・看護小規模多機能 等 

■介護予防サービス 



 

 

信愛の友 夏号 No.642 3 

           

 

□信愛病院 入院・外来・訪問診療 

TEL：042-491-3211住所：①  

□認知デイほがらか 

TEL：042-492-5353住所：②  

□信愛デイケアセンター 

TEL：042-492-5353住所：②  

□ホームヘルパーステーション信愛 

TEL：042-492-1530住所：②  

□訪問看護ステーションほほえみ 

TEL：042-495-8276住所：①と④  

□複合型ケアほほえみ 

TEL：042-493-5685住所：④  

□信愛の園 

TEL：042-492-1551住所：② 

□信愛苑 

TEL：042-491-8100住所：③  

□しんあい清戸の里 

TEL：042-493-5623住所：④  

□グループホームひまわり 

TEL：042-493-5671住所：④  

□ショートステイ（信愛の園） 

TEL：042-492-1551住所：②  

医療サービス 

住まい 

施設 

サービス 

在宅 

サービス 

ご利用者 

ご家族 

☎  042-491-3211 
 

 

 

☎  042-491-3211 
 

 

 

住所 ① 〒204-0024 東京都清瀬市梅園 2-5-9 

② 〒204-0024 東京都清瀬市梅園 2-3-15 

③ 〒204-0024 東京都清瀬市梅園 2-4-4 

④ 〒204-0011 東京都清瀬市下清戸 1-305-1 

 

 

医療相談・入院に関するお問合せ窓口 
信愛病院内 患者サポートセンター 
 

 

 

医療相談・入院に関するお問合せ窓口 
信愛病院内 患者サポートセンター 
 

 

 

特定有料老人ホーム 

無料低額診療事業 

看護小規模多機能型居宅介護 

□きよせ信愛地域包括支援センター 

TEL：042-492-1850住所：②  

□清瀬市在宅介護支援センター信愛 

TEL：042-492-1811住所：② 

□しんあい居宅介護支援事業所ほほえみ 

TEL：042-494-7676住所：④ 

 

  

訪問介護 

地域包括支援センター 居宅介護支援事業 

訪問看護 

http://www.shin-ai.or.jp 

 

 

特別養護老人ホーム 

サービス付き高齢者向け住宅 

短期入所生活介護 通所介護 認知症対応型通所介護 地域密着型 認知症対応型共同生活介護

護 
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模擬班 

くじ班 

広報・PR 班 

名物の“もつ煮”や定番の焼き

そば！皆さんに喜んで頂ける

模擬店にとスタッフ一同奮起

しております。信愛バザーを

さらに盛り上げていきたと思

います!! 

 

このページでは、信愛報恩会のスタッフやボランティアさんをご紹介していきたいと思い
ます。今回は第 38 回バザー企画委員会を紹介します。 

イベント班 

地域連携班 

統括班（物品班兼務） 

今年のバザーポスターはデザ

インをリニューアルしました。 

また、バザー当日は信愛を知っ

てもらえるようなアイディア

を検討しています。 

バザー情報はブログでも随時

公開しますのでご覧下さい。 

第 38 回バザー企画委員会紹介 

職員・ボランティア班 

今回、はじめてバザー委員とし

てイベントを担当することとな

りました。 

皆様に楽しんで頂けるよう準備

してまいりたいと思いますの

で、宜しくお願い致します。 

 

   

私たちは雪が解けると目を覚

まします。新緑に成長し、酷暑

に耐え、初秋に実を結び、９月

２日に収穫を迎えます。さて今

年のできは…、バザー企画委員

一同、楽しみにしています。 

 

 

バザーには、ボランティアはも

ちろん、地域の団体や企業の協

力が不可欠です。信愛バザーを

通して地域を知り、信愛を知っ

てもらう。そんなきっかけ作り

もバザーの役割です。 

バザー成功には、一人でも多く

のボランティアのご協力が必

要です。当日の参加以外にも、

設営や献品にご協力頂くこと

でも結構です。 

オール信愛でバザーに取り組

みましょう！ 

 

当たるよ当たるよ～ジャラン！

ジャラン！しんあいくじ売り場

からのご案内です。 

大人くじ、こどもくじの豪華景

品をたくさん揃えて皆様のご来

場をお待ちしております。 
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ご厚情ご援助を心より感謝し御礼申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

期間:2018年10月22日(月)～10月27日(土) 

場所:信愛の園 ふれあいホール 

 

 

寄付金総額    2,303,278円  

 

◇寄付金 2018 年 3 月 

寄付金合計      65,000円  

法人寄付 

明治学院中学･東村山高等学校様 

20,000 

匿名様         5,000 

信愛病院寄付 

匿名様              20,000 

大境 彰様       10,000 

匿名様         お菓子 

匿名様         松葉杖 

信愛の園寄付 

匿名様              10,000 

 

◇寄付金 2018 年 4 月 

寄付金合計    872,528 円  

信愛病院寄付 

河 幹夫様        30,000 

匿名様         お菓子 

信愛の園寄付 

佐久間 静江様    500,000 

粟野 實様        50,000 

匿名様       10,000 

信愛のぞみの郷寄付 

信愛のぞみの郷 後援会様 

282,528 

 

 

 

 

◇寄付金 2018 年 5 月 

寄付金合計    1,365,750 円  

法人寄付 

アキラ電設㈱様      30,000 

信愛病院寄付 

匿名様             200,000 

匿名様              10,000 

信愛の園寄付 

嵯峨 修三様     100,000 

匿名様             10,000 

匿名様              5,750 

匿名様     ビール券 10枚 

匿名様    商品券 3,000 円分 

信愛のぞみの郷寄付 

丸山 勢冨美様      10,000 

しんあい清戸の里寄付 

匿名様          1,000,000 

 

 

 

今年で 5 回目の開催となるアートフェスタの日

程が決まりました。 

プログラムの詳細につきましては 

秋号でお知らせいたします。 

絵手紙コンテストにつきましてはコンテスト概

要をご覧ください。たくさんのご応募お待ちして

おります。 
 

当法人では、職員への謝礼などは、一切お断りしております。もし、私たちのケアに対して、評価をいただけるのであ

れば、代わりにご芳志をお寄せください。＊社会福祉法人への寄付は、税法上寄付金控除を受けることができます。 

寄付申込方法：振替、銀行振込、窓口受付 

郵便振替：番号 00170-8-121682 口座名：社会福祉法人信愛報恩会 

銀行振込：三菱東京 UFJ銀行所沢支店 普通預金 0428829 口座名：社会福祉法人信愛報恩会寄付口 理事長 桑名斉 

信愛報恩会お知らせ 

詳細につきましては、バザーチラシをご覧くだ

さい。 

バザー物品をご提供いただける場合には、各施

設/病院窓口にご持参いただくか、郵送または宅

配等でご送付ください。ご協力をよろしくお願

い致します。 
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◇麻疹が大人に流行している理由 

しかし麻疹はワクチンで予防できるはずなのに、最

近なぜ流行するようになったのでしょうか。 

１つはワクチンの注射の回数です。麻疹のワクチン

は２回注射をしないと効果が弱いのです。過去にワク

チンを１回しか注射しない時期があったため、若い人

は２回注射をしていない人がいるので麻疹になりや

すい状態です（上記表）。 

２つめは日本では副作用が怖いと言うことでワク

チン注射をしない人がいます。確かに、ワクチンの副

作用はゼロではありません。しかし、ワクチンを打た

ないで麻疹になった場合の危険性は副作用の危険性

よりも明らかに高いのです。 

このように生活している地域でワクチンを注射し

た人数が少なくなると、麻疹やインフルエンザのよう

なうつりやすい病気は流行しやすくなります。 

ワクチンを注射することは 2 つの理由があります。

1 つは自分自身がその病気にならないように、病気に

なっても重症にならないようにすること。もう一つ

は、地域でその病気が流行しないようにすることで

す。インフルエンザや麻疹や風疹などのうつりやすい

病気は流行を抑えることで被害を少なくすることが

できます。 

地域全体の健康を考えることを公衆衛生といいま

す。一人ひとりの健康も大事ですが、その人が生活す

る地域全体の健康を考えることもとても大事なこと

です。 

ワクチンは副作用があります。副作用が「ある」か「な

い」ではなくて、「どの程度なのか」「どれぐらいのこ

となのか」を考えてみましょう。ワクチンを注射しな

いことでその人が受ける悪影響と地域社会に対する

悪影響が「どの程度なのか」と、ワクチンの副作用が

「どの程度なのか」を考えてみましょう。ワクチンを

注射しないほうがより危険になります。ぜひ、ワクチ

ンを受けてください。 

⚫ 感染経路は感染経路飛沫感染、空気感染、接触感染 

⚫ 麻疹の抗体がない人はウイルスに接触すると高い

確率で感染する。 

 

 

⚫ 1966 年～1977 年生まれの方 

ワクチン予防接種が任意の予防接種だったた

め、予防接種自体を受けていない人が多い 

⚫ 1978 年～1990 年生まれの方 

ワクチン接種を 1 回しか受けていない方が多い 

 

 

 

予防接種回数の確認が必要な年代 

⚫ 鼻水、くしゃみ、熱（38℃）の症状が出

てくる。また、白目の部分が充血したり

目やにが出ることもある。 

 

麻疹症状 

病気とうまくつきあう 

本日のテーマは 

「麻疹とワクチン」 

⚫ 頬の内側に小さく周囲が赤くて真ん中

が白い斑点が見られる。「コプリック班」

と呼ばれ、麻疹に特徴的な症状である。 

⚫ 高熱とともに赤い発疹が全身に広がる。 

⚫ 高熱も治まり発疹も消えていく。 

⚫ 症状は治まっても感染力は残っているため、3 日程

度は安静が必要。 

 

高世秀仁 Drの 

③カルタ期 潜伏期から３日から５日 

 

 

今年の春に麻疹（はしか）が全国で流行しているとニュ

ースになりました。 

麻疹とはどういう病気でしょうか。昔は麻疹にかかった

という話はよく聞いたかもしれませんが、麻疹はワクチン

（予防接種）で予防できる病気になり、あまり聞かなくな

りました。しかし、ここ数年に麻疹が流行しているという

ニュースを聞くことがあります。どうしてでしょうか。 

◇麻疹の危険性 

麻疹はウイルスによる病気です。戦後の混乱した生活の

時は、命に関わる子供たちも少なくありませんでした。は

じめに高熱が出て風邪のようですが、一時的に熱が下が

り、その後再び高熱が出て全身の皮膚にブツブツが出ま

す。麻疹は肺炎や脳炎、中耳炎などの合併症を起こしたり、

ひどい場合は命に関わることもあります（下記図）。妊婦

さんがかかった場合は重症になりやすく流産の危険性が

でてきます。さらに数年後に脳の病気を起こすことがあり

ます。そして、麻疹の最大の特徴はうつりやすさです。麻

疹のうつりやすさはとても強いもので、インフルエンザよ

りも人にうつる危険性が高く、簡単に大勢の人に病気が広

まる可能性があります。 

④発疹期 カルタ期から４日から５日 

 

 

⑤回復期 発疹期から約３日 

 

 

①感染日  

 

 

②潜伏期 感染日から 10日前後 

 

 

・肺炎 

・脳炎 

・中耳炎

など 

 

合併症

の危険 



 

 

信愛の友 夏号 No.642 7 

            
 

① できるだけ速く毎日 30 分「歩く」  

② 6 時間半から 7 時間しっかり「眠る」  

③ 規則正しくバランスよく何でも「食べる」 

④ 思い立ったら躊躇せずすぐ「動く」  

⑤ 日常生活での姿勢や呼吸を「整える」 

 

 

若い頃は「ルーティン」という言葉が嫌いでした。

決まり切った動作や誰もがするようなことを敢えて

やらずに、その時の〝感性〞に従えばいいなどと理

屈をこねて、勝手をしていた自分の狭量さにあきれ

る思いがします。スポーツなどで名を為す人たちの

なかには、判で押したような毎日を送っている選手

がいます。有名なのは「イチローのルーティン」。  

残念ながら今年は彼のプレーが見られませんが、

MLB 選手のなかでは“超高齢“といってよい彼の体力

や動作を支える背景に、いつも変わらぬ「儀式」の

ようなルーティン・ワークが話題になるくらいです。 

確かに、いつも通りの生活・動作が、安定した心

身状態を保持してくれるということは思い当たりま

す。高齢者の健康な毎日について提言する医師や専

門家は、「起床・就寝・食事はできるだけ決まった時

間にすべき」とか「簡単な有酸素運動を毎日の生活

習慣に取り入れて」などとアドバイスします。私も

年齢を重ねるうちに、毎日のなかの変わらぬ行動・

習慣が、ちょっとした身体の変異や誤差を気づかせ

てくれる効能を持っていることを実感します。 

「良きルーティン」が支える健全な生活習慣 

生きることは音楽的であること。体内の血が踊り出

すところから始まる。すべての生命がリズムを刻ん

でいる。あなたの音楽を感じていますか？ 

マイケル・ジャクソン 

 

テーマは、「音楽とリズム」 
 

リズムは、音楽の３要素（リズム・メロディ・

ハーモニー）の一つです。リズムは私たちの生活

に密着しています。心臓の音はまさにリズムであ

り、生命の始まりです。心臓のリズムが崩れると

病気と診断されます。その他にも睡眠リズム、歩

行リズム、言葉のリズムなど、リズムは健康を維

持するためにも重要な要素です。音楽療法では、

リズムの乱れを整えるために、音楽のリズム機能

を使うことを行います。 

いまの私の生活習慣で大事にしているルーティ

ンが５つあります。 

 

 

 

 

 

 

毎日の生活のなかで、これらができなくなったり 

スムーズにいかなくなったりしたときに、自らの心

身の健康状態を省みます。最後の「整える」ですが、

毎日の徒歩通勤時、多くの人が背中を丸め前かがみ

になっているのですが、ときたま、とても素敵な人

(男女・年代を問わず)に出会います。例外なく、背

中がピシッときまって、姿勢が良いのです。まるで

時代小説に出てくる「ようすのいい、粋なひと」な

のです。そんな時、｢人の振り見てわが振り直せ」

で、姿勢を整えるいい機会となります。 

 

鐙 勉（信愛報恩会常務理事／認知症予防専門士） 

 

① 歩行とリズム 

パーキンソンの患者さんは、病気によって、歩

行のリズムに障害が受けます。患者さんのもって

いるリズムに、音楽のリズムを同調することによ

って、歩行がスムースになるといった効果があり

ます。 

 

② ドラムサークルのすすめ 

ドラムサークルは、ドラムのリズムでコミュニ

ケーションをとりながら、ストレスを発散するプ

ログラムです。最近では、色々なところで開催さ

れたり、学校教育の中でとりいれられるようにな

ってきました。ストレスが溜まっている方におす

すめです。 

 

北川 美歩 （信愛報恩会 音楽療法士） 
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２
０
１
７
年
の
夏
か
ら
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ

ビ
ン
グ
を
始
め
ま
し
た
。
ダ
イ
ビ
ン
グ
に
は

学
生
時
代
か
ら
興
味
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ハ

ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
た
め
ダ
イ
ビ
ン
グ

を
す
る
の
は
難
し
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
あ
っ
て
も

ラ
イ
セ
ン
ス
（
潜
る
た
め
の
資
格
）
が
取
れ

る
ダ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
が
あ
る
こ
と
知

り
、
挑
戦
を
し
ま
し
た
。
そ
の
ダ
イ
ビ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
は
今
ま
で
に
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

の
あ
る
方
や
高
齢
者
の
方
を
何
人
も
ダ
イ
バ

ー
と
し
て
育
成
し
た
実
績
が
あ
り
ま
す
。
今

は
月
に
一
度
、
熱
海
に
潜
り
に
行
っ
て
い
ま

す
。
８
月
に
は
与
論
島
に
行
く
予
定
な
の
で

今
か
ら
楽
し
み
で
す
。 

新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
こ
と
は
自
分
自

身
の
視
野
や
人
間
関
係
を
広
げ
る
良
い
機
会

だ
と
思
い
ま
す
。 

今
年
の
し
ん
あ
い
バ
ザ
ー
企
画
委
員
会
は

委
員
会
初
参
加
の
メ
ン
バ
ー
が
多
く
い
ま

す
。
皆
で
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

（
中
島
） 

 
 
 

 

〒204-0024 

東京都清瀬市梅園 2-5-9  

TEL 042-433-4300 

FAX 042-433-4301 

honbuad@shin-ai.or.jp 

 

編集発行人：鐙 勉 

信愛の友編集委員会 

次号は、10 月後半予定 

        

 

こ
の
信
愛
の
友
が
発
行
さ
れ
る
と

き
は
米
朝
首
脳
会
談
が
行
わ
れ
た
後

で
あ
り
ま
す
。
本
当
に
平
和
を
望
ん

で
の
会
談
に
な
る
の
か
な
？
平
和
と

は
何
か
？
私
た
ち
が
考
え
る
平
和
は

争
い
ご
と
が
な
く
な
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
確
か
に
そ
う
で
す
が
、
聖

書
が
伝
え
る
平
和
と
は
争
い
ご
と
が

な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

そ
れ
は
２
番
目
の
こ
と
。
聖
書
が
伝

え
る
１
番
目
の
平
和
は
和
解
と
い
う

こ
と
。
人
と
人
と
の
和
解
の
前
に
神

様
と
の
和
解
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
す
。
人
間
は
神
様
に
命
を
与
え

ら
れ
、
神
様
と
共
に
生
き
る
存
在
で

し
た
。
人
間
が
神
様
か
ら
離
れ
、
自

分
の
力
で
生
き
る
こ
と
を
望
ん
だ
そ

の
結
果
、
自
分
の
思
い
通
り
に
す
る

た
め
に
は
他
者
を
傷
つ
け
て
か
ま
わ

な
い
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
、
争
い

が
起
こ
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
神
様

と
の
和
解
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
、
い

っ
こ
う
に
争
い
事
は
な
く
な
ら
な
い

の
で
す
。 

私
た
ち
は
ま
ず
神
様
の
存
在
を
知

り
、
神
様
と
和
解
す
る
こ
と
、
神
様

の
愛
を
知
る
こ
と
が
人
と
人
の
和
解

へ
と
向
か
う
の
で
す
。 

神
様
と
和
解
す
る
こ
と
が
で
き
る

な
ら
、
人
を
憎
む
心
か
ら
、
人
を
大

切
に
す
る
喜
び
を
知
る
こ
と
が
出
来

る
の
で
す
。 

清
瀬
信
愛
教
会 

 

 チャプレン 

今村 愛喜 

 

「礼拝のご案内」 

主日礼拝 日曜日 

○信愛病院 外来ロビー 

9:20～ 

〇教会礼拝堂 10:30～ 

 

正午礼拝 木曜日  

〇教会礼拝堂 12:35～ 

※礼拝はどなたでも 

参加できます。 

 

患
者
さ
ま
が
よ
く
、「
ど
う
し
て
こ

ん
な
病
気
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
」
と
お

話
し
下
さ
い
ま
す
。
答
え
が
出
な
い
、

と
て
も
辛
い
問
い
で
す
。 

ふ
と
、「
病
気
に
な
っ
た
ら
」（
晴
佐

久
昌
英
神
父
）
と
い
う
詩
を
思
い
出
し

ま
し
た
。
そ
の
詩
に
は
、
「
病
気
に
な

っ
た
ら
ま
た
と
な
い
チ
ャ
ン
ス
到
来
」

と
あ
り
ま
す
。
そ
の
チ
ャ
ン
ス
と
は
、

自
分
の
弱
さ
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ

る
チ
ャ
ン
ス
、
試
練
が
み
ん
な
を
結
ぶ

チ
ャ
ン
ス
、
ま
こ
と
の
親
（
神
様
）
に

出
会
う
チ
ャ
ン
ス
等
で
あ
る
と
。
そ
し

て
、「
病
の
と
き
は
恵
み
の
と
き
」
と
。

 

病
気
は
人
の
思
い
を
超
え
た
神
様

の
意
味
あ
る
恵
み
に
気
付
く
チ
ャ
ン

ス
で
、
意
味
の
な
い
苦
し
み
は
決
し
て

な
い
事
を
知
ら
さ
れ
ま
す
。
そ
の
意
味

は
い
つ
か
必
ず
わ
か
る
時
が
来
る
事

に
、
希
望
が
あ
り
ま
す
。 

晴
佐
久
神
父
さ
ん
は
、
「
病
気
に
な

っ
た
ら
ど
ん
ど
ん
泣
こ
う
」
と
も
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。
こ
の
詩
に
深
く
共
感

し
ま
し
た
。
辛
い
時
は
思
い
っ
き
り
泣

い
て
、
神
様
に
思
い
を
向
け
て
共
に
祈

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

   
 

編
集 

後
記 

 

「
平
和
を
実
現
す
る
人
々
は
、
幸
い
で
あ

る
、
そ
の
人
た
ち
は
神
の
子
と
呼
ば
れ
る
。
」 

（
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
５
：
９
） 

 

牧
師 

竹
前 

治 

 

「
平
和
と
は
？
」 

 


